
3 年度実績に関する施策・基本事業評価表 （兼 主要な施策の成果報告書補足資料）

単位

本 15 (15)
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本

千円

千円

千円

千円

千円

人

時間

千円

千円

円

人魚津市の人口（各年度12月末時点） 40,477

Ⅰ．トータルコスト　（定義式　：　Ｆ／人口 ）

参　　考
１時間あたりの平均人件費 4,280

　同　　上
円 1,084

効 率 性
指　　標

市民１人あたりにおける施策の
円 638

Ｇ．事業費　（定義式　：　Ｂ／人口 ）

　同　　上

Ｅ．人件費　（Ｄ×１時間あたりの平均人件費） 18,062

Ｆ．トータルコスト　（Ｂ＋Ｅ） 43,882

Ｃ．施策に携わる正規職員数合計 29

基本事業④を構成する事務事業の決算額小計

円 446
Ｈ．人件費　（定義式　：　Ｅ／人口 ）

4,220

基本事業② 豊かな自然の活用の推進

基本事業③

基本事業④

８年度実績

水循環・生態系等の保全

Ａ．本施策を構成する事務事業の数

基本事業①を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業②を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業③を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業④を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

Ｂ．事業費　（事務事業の事業費合計） 25,820

区　　分 ３年度実績 ４年度実績 ５年度実績 ６年度実績

行　　政
・森林の保全など生態系のバランスを保つための施策を行います。
・水と緑の保全のための啓発を行います。
・豊かな水と緑の恵みを産業や観光に活かします。

市　　民
・

事 業 所

・「魚津の水循環」と生物多様性について学びます。
・水と緑を守る活動に参加し、協力をします。
・豊かな水と緑の恵みを体感し、自ら情報発信します。

18,356

基本事業①を構成する事務事業の決算額小計 7,464

７年度実績

基本事業①

基本事業②を構成する事務事業の決算額小計

令和

まちづくり目標 ともにつくるまち 政策名 環境に配慮したまちづくり

施 策 № 7 施 策 名 水と緑の保全と活用

主管課名 生活環境課

関係課名 農林水産課、水族博物館、埋没林博物館

１０年後の
目指す姿

　豊かな自然を体験できる自然環境が保全されています。

施策を進めるた
めの役割分担

目指す姿の実
現のための取組

(基本事業)

施策の
トータルコスト

基本事業③を構成する事務事業の決算額小計

施策の現状
及び課題

現　　状
・植物、地質、気象や生物に関する調査研究や休耕田等を利用した地下水涵養事業をはじめとする水資源調査研究を行っています。
・僧ヶ岳県立自然公園内の林業施設、松倉城跡県定公園、片貝県定公園等の維持管理や里山再生整備を行っています。
・企業・団体等による環境美化・保全活動を紹介するとともに、市民の環境保全に関する意識の啓発に努めています。

課　　題

・宅地化の進行や地球温暖化による生態系への影響が懸念されるため、自然公園や自然環境保全地域等の適正な保護・管理等生態
系のバランスを保つための取組が必要です。
・市民や訪れた人々が、本市の良好な水循環や自然公園などを体感し、親しみ、学び、保全について考える機会を増やしていくことが必
要です。
・手入れ不足となっている里山が多く、野生鳥獣による農作物被害の一因になっていることから、里山再生整備、みどりの森再生等を引
き続き実施していく必要があります。

Ｄ．事務事業に要する年間総時間
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合　　計 8,019,000 7,464,247 554,753

0

0

森林整備面積

ha

ha

3.96

0

0

12年度
（目標値）

148.3 149
141.3 142.3

146.9144.1 145.5

1.93 1.93
2.5 2.8

142.5

2.0 2.3

令和元年度

3

成果指標名 単位 ７年度
（中間目標値）

地下水涵養事業実施面積

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

115,000 -

0

0

(3,339,500) (2,500,864) (838,636) Ａ 水族博物館

一般会計

一般会計 ジオパーク構想事業 605,000 605,000 0 -

水資源調査研究事業 540,000 429,530 110,470 Ｂ

0

一般会計 埋没林博物館調査研究事業(施策14③再掲) (553,280) (378,676) (174,604) Ａ 埋没林博物館

生活環境課

農林水産課

水族館事業特別会計 水族館博物館事業(施策14③再掲)

農林水産課

一般会計 生物多様性地域戦略推進事業 167,000 52,717

一般会計

生活環境課

一般会計 水と緑の森づくり事業 6,478,000 6,321,000 157,000 Ａ

森林病害虫等防除事業（施策7②再掲） (432,000) (432,000) (0) -

114,283 Ｂ

№ 会計名 事務事業名
令和3年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円）

生活環境課

一般会計 自然保護関係事業 78,000 20,000 58,000 Ｃ 生活環境課

一般会計 環境基本計画推進事業 151,000 36,000

１次評価結果

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

企画政策課

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

5

156

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

令和3年度における
主な事業内容（活動内容）

【水資源調査研究事業】
・休耕田等を利用した地下水涵養事業を東蔵・平沢地内において3.96haに拡大して実施しました。
【水と緑の森づくり事業】
・人家、耕地周辺などの里山林（モウソウ竹林含む。）や小規模な風雪被害林などで、整備及び管理並びに利用について、地域の合意
形成が図られている森林を対象として地域や生活に密着した里山の再生整備を実施しました。
【森林病害虫等防除事業】（再掲）
・魚津市の歴史的価値を有する天神山において、松林の保全活動（松21本への薬剤注入）を実施しました。
【自然保護関係事業】
・池の尻自然環境保全地域の巡視を７回計画していましたが、２回実施に留まりました。林道の崩落により危険なため、県との協議によ
りその後中止しました。
【生物多様性地域戦略推進事業】
・図書館で関連図書コーナーを設けたブックフェアを開催するとともに、パネル展示を実施しました。また、里山体験会（小菅沼・ヤギの
杜 参加者：４人）を開催し、市民等に自然や生きものとの触れ合いの機会を提供しました。
【水族館博物館事業】（再掲）
・魚津市を中心に富山県内の生物（魚類・両生類・爬虫類・無脊椎動物等）の調査を行いました。
【埋没林博物館調査研究事業】（再掲）
・魚津市の植物、地質、気象等に関する調査研究を行いました。

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ①

施 策 № 7 施 策 名 水と緑の保全と活用

基本事業名 ①水循環・生態系等の保全

基本事業の目的（意図） 適正な里山・森林整備により、健全な水循環を保全するとともに、野生生物や生態系の保全を進め、生物多様性を確保します。
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「水の学び舎」「緑の学び舎」参加者数 人
160 160 170165

46

165

7,183

単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

令和元年度
７年度

（中間目標値）
12年度

（目標値）

10,700
10,100 6,507

10,500

基本事業の目的（意図）
自然環境の大切さを学び、その価値を認め、豊かな環境の恵みを活用するとともに、市民等が協働して保全活動を行う仕組みや体
制づくりを推進します。

令和3年度における
主な事業内容（活動内容）

【環境保全啓発事業】
・新型コロナウィルス感染症拡大防止のため環境フェスティバルは中止しましたが、代替としてSDGｓや魚津の水循環についての冊子を
作成し、市内小学生４～６年生に配布し、環境保全に対する意識の啓発に努めました。
【県立・県定公園施設維持管理事業】
・僧ヶ岳県立自然公園内の林業施設、松倉城跡県定公園（入城門広場や升方緑地施設など）、片貝県定公園（バイオトイレなど）等に関
する維持管理を実施しました。また、僧ヶ岳登山口道路の整備を行いました。
【里山林オーナー事業】
・里山（約42,000㎡）を市で借り入れ、約1,000～3,000㎡の区画に小分けにし、森林浴などの自然とのふれあいを希望する人に貸し出し
ました。令和３年度は12区画を貸し出しました。
【魚津の水循環事業】
・「魚津の水循環」の理解を深めるため、市民ガイドと共に、一般市民を対象とした体験ツアーを４回開催しました。
【ボトルウォーター事業】
・「環境保全基金」へ“うおづのうまい水”の売上げ実績による寄附（149,480円）を行いました。なお、“うおづのうまい水”が“モンドセレク
ション2021最高金賞”を受賞しました。（５年連続受賞）
【ジオパーク普及事業】
・魚津埋没林博物館では、ジオパーク普及講座を５件実施し、市内の生物や地質等の自然環境を学ぶ機会を提供しました。

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ②

施 策 № 7 施 策 名 水と緑の保全と活用

基本事業名 ②豊かな自然の活用の推進

合　　計 19,980,100 18,356,231 1,623,869
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上下水道課

0

水道事業会計（収益的支出） ボトルウォーター事業 1,520,000 1,140,077 379,923 -

195,251 36,749 - 埋没林博物館

予算なし 里山林オーナー事業 0 0 0 - 農林水産課

一般会計 ジオパーク普及事業 232,000

№ 会計名 事務事業名
令和3年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円）

農林水産課

一般会計 森林病害虫等防除事業 432,000 432,000 0 - 農林水産課

一般会計 片貝山ノ守キャンプ場管理運営費 4,355,000 3,474,655 880,345 -

生活環境課

一般会計 県立・県定公園施設維持管理事業 2,116,000 2,069,857 46,143 Ａ 農林水産課

一般会計

生活環境課

一般会計 魚津の水循環事業 806,500 624,379 182,121 Ｂ 生活環境課

東山円筒分水槽周辺整備事業 10,185,600 10,185,532 68 -

１次評価結果

一般会計 環境保全啓発事業 333,000 234,480 98,520 Ｂ

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

片貝山ノ守キャンプ場利用者数 人
10,300 10,400

２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

10,600
11,200

180

成果指標名

155 51



　（前年度末で残った課題、既に現年度で取り組んでいること、又は取り組むこととしている予定を記述）

【①水循環・生態系等の保全】
◆来場者調査の結果、東山円筒分水槽とポケットパークに多くの見学者が訪れていることが判明しています。その周辺区域も含めての活用法を地元と
協議していきます。
◆市民、事業所等への水の利用や地下水の保全等の啓発に努めるとともに、水の学び舎事業を引き続き実施していきます。
◆水循環を広く市民に伝え保全していくため、市民向けツアーの参加者数の増加に努めるとともに、水守ガイドの新規養成を行います。
◆カシノナガキクイムシによる被害の報告はありませんが、多くの枯損木が残存しており、景観を損ねたり林道の通行の支障になったりしています。ま
た、手入れ不足となっている里山が多く、野生鳥獣による農作物被害の一因となっていることから、引き続き「水と緑の森づくり税」等を活用した事業を推
進していきます。
◆魚津市を中心に富山県内の生物調査（魚類・両生類・爬虫類・無脊椎動物等）の調査・研究活動を積極的に進め、結果を水族館の展示や普及活動に
反映し、市民や来館者等に情報提供します。また、別又谷涵養田（ビオトープ）の生物（両生類・昆虫類等）・植物調査を継続的に行い、結果を発信してい
きます。
◆富山県池の尻自然環境保全地域（ミズバショウ純群落）の巡視管理を行うにあたり、林道が崩土・倒木等により車両通行が困難な状況にあります。今
後の巡視管理につきましては、県と協議の上決定します。

【②豊かな自然の活用の推進】
◆環境フェスティバルの開催を通じて、環境保全の啓発・意識の高揚を図っていきます。
◆今後も継続的に、県立自然公園や県定公園などの整備・保全や景観・美観の保全に努めていきます。
◆生物多様性うおづ戦略に定めた各種施策や重点的取組を実施し、生物多様性に対する理解と連携、協力を得るための普及・啓発に努めていきます。
◆本市の自然と歴史の関わりを明らかにした魚津市史（自然編）を活用し普及講座等を開催することで、市民の地域に対する愛着や理解を深め市民自
ら行うまちづくりに役立てます。

施 策 № 7 施 策 名 水と緑の保全と活用

令和3年度の評
価結果（基本事
業の成果を考

慮し記載）

１．施策（基本事業）の成果水準とその背景

３．施策の課題認識及び取り組み状況

　（令和3年度において、施策及び基本事業の成果向上に貢献した主な事務事業の取組み内容を中心に記述）

２．施策の成果実績に結びついている主な取り組み（事務事業）の総括

【①水循環・生態系等の保全】
◆休耕田等を利用した地下水涵養事業の実施面積は、令和２年度1.93haから令和３年度3.96haへと増加しました。
◆森林整備面積は、令和元年度141.3ha、令和２年度142.3ha、令和３年度142.5haと年々増加していますが、目標には到達していません。

【②豊かな自然の活用の推進】
◆片貝山ノ守キャンプ場利用者は令和３年度は7,183人、水の学び舎ツアー参加者は42人です。新型コロナウィルス感染症拡大の影響で、感染症拡大
前（令和元年度）と比較すると利用者数が下回っています。

【①水循環・生態系等の保全】
＜水資源調査研究事業＞
◆休耕田等を利用した地下水涵養事業については、魚津・滑川地域地下水利用対策協議会との共同により、東蔵地内において農閑期（10月～３月）の
水張りを3.96haに拡大して実施した結果、地下水保全につながりました。
＜水と緑の森づくり事業、森林病害虫等防除事業（再掲）＞
◆市内10地区、11.2haの里山について整備を行い、野生動物との棲み分けや水源涵養・山地災害防止等に貢献しました。また、天神山の松21本に対
し、松くい虫防除の薬剤樹幹注入を行うことにより、周囲への被害木の拡大が減少しました。
＜埋没林博物館調査研究事業＞（再掲）
◆魚津市の植物、地質、気象等に関する調査研究を行いました。
＜水族館博物館事業＞（再掲）
◆展示や普及活動の基礎となる生物調査を継続的に行いました。

【②豊かな自然の活用の推進】
＜環境保全啓発事業＞
・新型コロナウィルス感染症拡大防止のため環境フェスティバルは中止しましたが、代替としてSDGｓや魚津の水循環についての冊子を作成し、市内小
学生４～６年生に配布した結果、環境保全に対する意識の啓発につながりました。
＜県立・県定公園施設維持管理事業＞
◆片貝県定公園内市道南又線のマイカー通行自粛区間の設定やレンタサイクルの貸出等により、車両の乗り入れの抑制に努めたほか、片貝山ノ守
キャンプ場を適切に管理し、豊かな自然とのふれあいや観察等の機会の提供に努め、7,183人の利用がありました。また、僧ヶ岳登山道の整備を行いま
した。
＜魚津の水循環事業＞
◆魚津の水循環を知り、理解を深めるために「水の学び舎ツアー」を４回開催し、延べ42人が参加しました。

　（成果水準が、ここ数年の間どのように推移しているか、近隣他市と比較してどうか、住民期待水準と比較してどうかなどを記述）


